＜書評 ＞ Peter Beger, Grace Davie, Effie Fokas, "Religious America, Secular Europe? : A Theme and Variations", Ashgate Publishing Company, 2008 by 鈴木, 正義
Osaka University
Title
＜書評 ＞ Peter Beger, Grace Davie, Effie Fokas, "Religious









Peter Beger, Grace Davie, Effie Fokas 
Rell恕'Ïous America, Secular Europe? 







Ashgate Publishing Company, 2008 
である米・欧の比較か‘ら明らかとなる、。}旦伯仲一同区々(キリスト教信仰)に対する姿勢の差異を指してい 例えば、アメリカ人がヨーロッパ人の不信仰さに驚きを示し、逆にヨーロッパ人はアメリカ人が宗教を政治に持ち込むことを危険だと思っているように、双方が持つ はうまく噛み合わない。しかし、このような不一致は、
エスニシティの問題に直





























































観における差異 発生について分析してい 。ヨーロッパでは元来 国家と教会には強い紐帯があった
ρ
そこで、民衆の持つ国家に対する不満
は、同時に教会にも向けられてい 。こ ような事態が政教分離論 発
生させたのである。この政教分離論は、「教会(信仰)からの自由」(二八頁)を求める啓蒙運動に発展し、教会の権力衰退を招く。このプロセスがヨーロッパの世俗化論を生んだのである。
一方アメリカには十七世紀





ンス対アメリカ・イギリス いう図式で比較され いる。フランスで宗教改革よりも啓蒙思想が絶大な力を発揮し、カトリ ク教会が啓蒙運動の力に負け、政治の脱聖職化が進んだ。
一方、宗教改革が成功したイ
ギリスではプロテスタントを受け入れ、多様な宗派 迎え入 く結果として、国家と英国国教会の取った宗教 元主義という姿勢が、アメリカに受け継がれ、今日の宗教性につながっている すなわち
フラ























































































欧両者は「西側」と う意識 紐帯があった 組帯がソ連の崩壊によって薄れると同時に、宗教観のズレも大きくなっ く。しかし、ィスラムの問題などに直面すると、ルーツであるキリスト教徒として アイデンティティが双方 も蘇るのだ。したがって、米・欧両大陸の宗教性は根本的には変わら い。問題となる相違点とはの
ESSS
を国家に
持ち込むか否かである。保守国家フランスでは、伝統教会が存続する一方、移民を含んだ全国民に対する(フランス国民と て )同 政策を突き進めており、他のヨーロッパ諸国もこれに追従している。こ よな態度は、アメリカの「伝統的な教会 存在せずとも 国家と宗教の結びつきが強い」態度とは対照的であり、この違いが組齢のもと な 。米・欧両者が良好な外交関係を築くためには、双方の相
E理解が重要であり、





ていたが、今回 議論 よっ 、宗教の正しい立ち位置を、社会科学のアジェンダの中に復活させることができるだろう。」(一四三頁)本書の意義と日本での応用本書におけるアメリカとヨーロッパの「相互理解」に向けた議論は、日本においても重要な事柄であり、応用可能なものだと筆者は考えている。 では、熱心な宗教者はマイノリティだが、無宗教者との考え方が相容れない事態が多々生じ、米・欧聞のコンフリクトと相似する状況が生まれている。例えば、オウム真理教による地下鉄サリン事件によって、宗教への関心はカルトと指名された新興の宗教教団と社会との対立、衝突に集中してい のが現状である(演田
二OO
五)。やはり相互理解


























ねが重 なのだ。彼は 者と他者との「相互信頼社会」の形成のためには、①非暴力性、②行動の自由、③正当な評価 の三条件 必要であり、これらの条件を全 満たすものこそ
HE
だと主張している。筆者
片岡置を多く得 れる場こそ、地域的な社会活動や行事であり、こが相
E信頼社会を形成するための第一歩だと考えている。この一歩は、
自を得ることからでも、再開が有意義だと理解することからでも踏み出せる。演田が言うように、相互理解が必要な時代では、他者 関わり、
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他者を認めること 改めて重要だと言え だろう
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